
　　２　経理の状況
（単位：千円）

70,563

63,816

資本的収入と資本的支出との不足額59,094万円については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

収益的収入合計 93,731 収益的支出合計

収益的収入から収益的支出を差し引いた利益は2,317万円となりました。

資本的収入合計 4,722 資本的支出合計

44,9578,298

5,035

12,273

令和元年度 岐阜県工業用水道事業【収益的支出】

減価償却費 人件費 支払利息 その他

79,074

14,657

令和元年度 岐阜県工業用水道事業【収益的収入】

給水収益 その他収益等

17,009

43,525

3,282 令和元年度 岐阜県工業用水道事業【資本的支出】

施設改良費 企業債償還金 長期借入金償還金

4,722

令和元年度 岐阜県工業用水道事業【資本的収入】

出資金



用  語  解  説

* 1 原水及び浄水費原水及び浄水費
主に工業用水を作ったり、施設を維持するための費用です。

* 2 原水及び浄水費総係費
主に事業の経営管理などを行うための費用です。

* 3 減価償却費
建物や機器等の固定資産は、使用や時間の経過によってその経済的価値が減
少していきます。この減少額を毎事業年度の費用として配分することを減価償却
といいます。

* 4 資産減耗費
固定資産が使用によって滅失し、また機能的に使用に耐えなくなったときは、こ
の固定資産を廃棄します。この場合、固定資産の減価償却費として費用化され
ていない額を資産減耗費として計上します。

* 5 長期前受金、長期前受金戻入
減価償却を行う固定資産の取得又は改良に充てるため補助金等の交付を受けた
場合において、その交付を受けた金額に相当する額を長期前受金として計上しま
す。
また、長期前受金として計上した額のうち、当年度の減価償却見合い分を長期前
受金戻入として計上します。

* 6 建設仮勘定
巨額の資産の建設等については、完成までその建設期間中の資産について、一
時的に使用する勘定科目（建設仮勘定）で整理します。

* 7 引当金
将来発生する費用に備えるために計上する科目です。
工業用水道事業会計には退職給付引当金と賞与引当金、その他引当金の三つ
があります。

* 8 収益化累計額
長期前受金戻入をした額の合計です。


